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１ はじめに 

第 19 回郡山大会の詳細が決まりましたので、ご案内いたします。口頭発表数が、これまでで最も多い

49 課題になり、ポスター発表も、盛況だった昨年の東京大会の 74 課題を上回る 75 課題が予定されてい

ます。初めての試みとなる賛助会員による展示があります。また、東日本大震災の復興現場などのエクス

カーションも用意されています。多くの会員のご参加をお待ちしております。 

また、今年は役員の改選期に当たります。次期役員募集・推薦委員会において推薦のあった役員候補に

ついて、委員会からの報告を掲載しています。ご確認ください。 

 

なお、来年は、応用生態工学会の設立 20 周年目となります。第 76 回理事会（メール会議、本年５月

15～21 日）では、来年（2016 年）の第 20 回大会を応用生態工学会 20 周年記念大会として開催すること

に決定しました。これから、来年の 20周年記念大会の開催に向けた準備が始まります。 

 

 

２ 応用生態工学会第 19 回総会開催案内 

応用生態工学会第 19 回総会を下記のとおり開催いたします。正会員の皆様のご出席をお願いします。 

 

第 19回総会は、応用生態工学会第 19 回郡山大会の３日目に開催します。 

日 時：平成 27 年９月 12 日 (土) 10：30～11：30 

場 所：日本大学工学部キャンパス 70号館 

福島県郡山市田村町徳定字中川原１ 

 

 なお、総会の成立には正会員の１/５の出席が必要です。総会に欠席される正会員の方は、別途、学会

事務局より送信、送付する委任状及び第 10 期役員信任投票用紙（電子メールまたはハガキ）に必要事項

を記入のうえ、８月 24日(月)までに事務局までご返信くださいますよう、お願いいたします。 

総会資料は、８月中旬にホームページ上で公開する予定ですので、ご確認ください。 
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３ 第 19回郡山大会案内 

 

１．大会概要 

応用生態工学会では,2015年（平成 27年）9月 10日（木）～9月 13日（日）に福島県郡山市にて,第 19回大会を

開催します． 

9月10日（木）～11日（金）に行われる研究発表では，49件の口頭発表，75件のポスター発表が行われます．ま

た，自由集会としては，河川砂防技術基準（調査編）に関する会議も含め，8つの集会が予定されています． 
9 月 12 日（土）には，公開シンポジウム「生態系機能を活用した減災/防災/復興」を開催します．招待講演とし

て，米国海洋大気庁（ＮＯＡＡ）の Kateryna M.Wowk 博士から，米国でのハリケーン・サンディ復興戦略と海岸のレ

ジリエンスについてお話していただくほか，九州大学の島谷幸宏教授より日本でのグリーンインフラストラクチャ

ー（ＧＩ）に関する取り組み状況等についてご講演していただきます．このシンポジウムは河川整備基金，みちの

く国づくり支援事業の助成を受けて実施し,一般にも公開します. 

エクスカーションは，9月 10日（木）に三春ダム，9月 13日（日）には福島県の海岸防災林・防災緑地事業およ

び仙台湾南部海岸での防潮堤・湿地の保全状況の視察を行います. 

なお，本大会は，土木学会継続教育（ＣＰＤ）プログラムに認定されています． 

 

【会場】 

○研究発表・総会・公開シンポジウム：日本大学工学部キャンパス 70号館  

住所：福島県郡山市田村町徳定字中河原1 

電話：024-956-8600（代表） 
URL：http://www.ce.nihon-u.ac.jp/links/access.html 

○懇親会：日本大学工学部キャンパス 70号館 9階多目的ホール 

○エクスカーション 

＜Ａコース＞：三春ダム 

 ＜Ｂコース＞：福島県松川浦・仙台湾南部海岸 

 
【大会日程】 

9月10日（木） 

 ・エクスカーションAコース（三春ダム）                9：45  JR郡山東口 出発 
13：15  日大工学部正門・到着 

 ・自由集会「応用生態工学ならではの魅力ある啓発・普及コンテンツとは？」 
                                 09：30～11：30  7011教室 
 ・自由集会「自然の浄化機能を活かした水質浄化技術」       09：30～11：30  7012教室 
 ・ポスターコアタイム１                     12：45～14：15  ロビー 
 ・ポスターコアタイム２                     14：15～15：45  ロビー 
 ・会議「河川砂防技術基準（調査編）をもとにした意見交換会」（傍聴可） 

16：00～18：00  7011教室 
 ・自由集会「小さな自然再生が中小河川を救う！」         16：00～18：00  7012教室 
 ・自由集会「未来の自然災害に向けて応用生態工学ができることは何か？： 

東日本大震災の後にどうする？どうなる？応用生態工学会」  16：00～18：00   7021教室 
 ・自由集会「流域地質と山地河川の生態系」            17：30～19：30  7013教室 

応用生態工学会 第 19回大会案内（郡山大会） 

2015年（平成27年）9月10日（木）～9月13日（日） 

第19回総会・研究発表会・自由集会・公開シンポジウム･エクスカーション 

http://www.ce.nihon-u.ac.jp/links/access.html
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9月11日（金） 

・口頭発表  09：30～12：00  7011,7012,7013教室 
13：00～15：00   7011,7012,7013教室 

・自由集会「応用生態工学からダム管理を考える」  15：30～18：00   7011教室 
・自由集会「中小河川における多自然川づくり,課題そして展望 

－テキスト刊行に向けた認識の共有を目指して－」 15：30～18：00  7012教室 
・懇親会   18：30～20：30  7階多目的ホール 

9月12日（土） 

・総会                            10：30～11：30  7014教室 
・公開シンポジウム「生態系機能を活用した減災/防災/復興」      13：00～16：30   7014教室 
・エクスカーションB（松川浦・仙台湾南部海岸コース） 

公開シンポジウム16:30終了後 17:00日大工学部から「いわき市湯本温泉」へバス移動 

9月13日（日） 

・エクスカーションB（松川浦・仙台湾南部海岸コース）     8：15  いわき湯本温泉 出発 
15：45   仙台空港・着 
16：30  JR仙台駅・着 

******************************************************************************************** 
＜参加／発表される皆様へ＞ 

《受付》 

・9 月 10 日(木)は，9:00 から参加の受付を開始します．時間帯によって，受付は非常に混雑することが予想されま

す．早めに受付をお済ませください．

・9 月 10 日(木)のエクスカーション B コース（三春ダム）に参加を申し込みされた方には，集合や移動，注意事項

等の詳細を改めてお知らせします．

・9月 11 日(金)は，9:00から参加の受付を開始します．発表者のパワーポイントファイルの受付は 8:30から行いま

す．

・9月12日(土)の総会は，10:00 から参加の受付を開始します． 
・9月 12日(土)の公開シンポジウムは，12:30から参加の受付を開始します．公開シンポジウムのみに参加される方

は無料です．

・9 月 12日(土)～9 月 13日(日)のエクスカーション B コース（松川浦・仙台湾南部海岸）に参加を申し込みされた

方に，集合や移動，注意事項等の詳細を改めてお知らせします．

・受付は70号館1階ロビーです．名札をお渡ししますので，会場内では必ず名札を付けてください． 
・研究発表会参加費は，会員 6,000 円，学生 3,000 円，非学会員 10,000 円，費用には講演要旨集の料金が含まれま

す．大会運営をスムーズに行うため，事前申込および振込にご協力ください．

・懇親会参加費は正会員・賛助会員・非会員5,000円，学生3,000円です．参加者人数の把握や当日の運営をスムー 

　ズに行うため，事前申込および振込にご協力ください．

《口頭発表される方へ》 

・口頭発表は全て備え付けのパソコンと液晶プロジェクターで行います．パソコンの持ち込みはできません．OS は
Windows 7，プレゼンテーションソフトはPower Point 2013（Office 2013）です．Mac，古いバージョンのPower 
Point，あるいはその他のソフトでプレゼンテーションを作成される方は，事前にPower Point 2013 で動作するか

確認を行ってください（動作確認用を希望される方は会場係に申し出てください）．また，備え付けのパソコン

は，通常のWindows 7 日本語版で標準にインストールされているフォントのみが表示できます． 
・パワーポイントのファイルは，発表番号と発表者の名字の英語表記をファイル名とし（例：A1_osugi），発表会

場の受付に提出してください．ファイルはウィルスに感染していないことを確認のうえ，USB メモリ，CD-R で
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持参してください（MO，DVD，CD-RWは不可）．提出期限は以下のとおりです． 
 

9 月11日(金) 午前セッション 

（A,B,C,D,E,F,G） 

9:00 まで 

 午後セッション 

（H,I,J） 

12:00 まで 

 

・発表時間は発表12分，質疑応答3分の合計15分です．1鈴：10分，2鈴：12分，3鈴：14分30秒です．時間厳

守にご協力ください． 
・パソコンの操作は基本的に会場係が行いますが，自分で操作される方は会場係にお伝えください． 
《ポスター発表される方へ》 

・ポスター発表の会場は，70 号館 1F 玄関ホールです．パネルにポスター番号を貼り付けていますので，ご自分の

発表番号のパネルにポスターを貼り付けてください． 
・ポスターは横90 cm，縦180 cm 以内のサイズで作製してください．ただし縦のサイズは床からのパネル高さのた

め，見やすい位置に貼り付けられるポスターサイズをお勧めします（A0判 841mm×1189mmを推奨します）． 
・ポスターの上部に演題・発表者・所属を書いてください．発表者が複数の場合は，代表発表者の名前の前に○印

を付けてください． 
・ポスターの掲示期間は 9月 10日(木)～11日(金)15:30までの期間とし，ポスターは 10日(木)の 9:00～12:45の間に

持参者自身で掲示してください． 
・ポスター発表の発表件数が多いため，コアタイムは2部制にいたします．各コアタイムとも1時間30分です． 
・コアタイム 1（発表番号末尾奇数の方）は，9 月 10 日(木)12:45～14:15，コアタイム 2（発表番号末尾偶数の方）

は，9月10日(木)14:15～15:45です．ご自身のコアタイムのスケジュールをご確認され，自分の該当するコアタイ

ムでは，ポスターの前で発表を行ってください 
・ポスターの撤収は 9月 11日(金)15:30から 18:00の間までに持参者自身で撤収してください．掲示時間を過ぎても

ポスターを貼り付けたままの場合は，実行委員がポスターを取り外します．取り外したポスターは，大会期間中

は実行委員会で保管いたしますが，大会後は処分します． 
・ポスターの事前送付は，事故防止のため一切受け付けません．発表当日に各自で持参してください．ポスターを

貼り付ける押しピン，セロテープ等は会場に準備しています．指示棒などは各自持参してください． 
・PC などの電子機器でデモンストレーションを行っても構いませんが，電源はありません．また大きな音の鳴るデ

モンストレーションなど，周囲の発表者への迷惑となる行為はご遠慮ください． 
《発表賞》 

・申請のあった若手研究者，現場技術者または行政担当者の発表から優秀発表賞を選定します．研究の内容，プレ

ゼンテーション技術などを基準に審査します．口頭／ポスターおよび研究／事例の各類別（全 4 類別）について

秀でた発表に優秀発表賞（各若干名）を，最も秀でた口頭発表およびポスター発表に最優秀発表賞（各 1 名）を

授与します． 
・12日（土）の総会（10:30～11:30）に続いて，優秀発表賞の表彰を行います． 
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２．公開シンポジウム 

＜このシンポジウムは，公益財団法人河川財団の河川整備基金の助成，一般社団法人東北地域づくり協

会「みちのく国づくり支援事業」として支援を受けています．＞ 

【テーマ】 

「生態系機能を活用した減災/防災/復興」 

 

【企画のねらい】 

国土強靭化基本法に掲げられている「地域の特性に応じて，自然との共生及び環境との調和に配慮」する方

針は，応用生態工学会が目指す「人と生物の共存」,「生物多様性の保全」,「健全な生態系の持続」を海岸や河

川において実現していくことと一致しています．特に，東日本大震災被災地等で進められている復興・防災・

減災事業から有効な教訓を抽出することが重要であると考えられます． 
復興・防災・減災事業では，地域の自然環境・生態系ネットワークを適正に保全・管理する必要があり，そ

れを実現する手段として，近年，多様な生態系を重要な社会基盤とみなすグリーンインフラストラクチャー

（ＧＩ）の考え方に注目が集まっています．しかし，ＧＩに関しては，防災・減災機能に関する技術的評価や

維持管理，ガバナンスのあり方も含めて，課題や有効性について議論を深める必要があります．そこで，本シ

ンポジウムでは，第一線の研究者を一堂に集め，最新の技術的知見や研究課題を共有し，土木技術と生態学の

融合をめざす応用生態工学との接点を明らかにするとともに，課題解決に向けた方向性について議論を行い，

今後の研究の進展と実事業への適用の出発点となることを目指します． 
 

【公開シンポジウム プログラム】(同時通訳があります) 

13：00 趣旨説明 風間 聡 教授（東北大学大学院工学研究科） 

 

13:10 招待講演（同時通訳あり） 

講演1  Kateryna M. Wowk 博士 米国海洋大気庁（NOAA）主席エコノミスト室上席社会科学官 

講演2  島谷 幸宏 教授（九州大学大学院工学研究院） 

 

15：30 パネルディスカッション 

  コーディネーター：風間 聡 教授 （東北大学大学院工学研究科） 

  パネリスト：Kateryna M. Wowk 博士 

島谷 幸宏 教授（九州大学大学院工学研究院） 

古田 尚也（国際自然保護連合 シニア・プロジェクト・オフィサー） 

諏訪 義雄（国土交通省国土技術政策総合研究所河川研究部海岸研究室長） 

16:45 終了予定 

 

 

３．自由集会 等 

７つの自由集会が開催されます．集会には所属学会によらず参加でき，事前申込は不要です．また，「河川砂

防技術基準（調査編）をもとにした意見交換会」（会議）が開催されます． 

 

Ａ．「応用生態工学ならではの魅力ある啓発・普及コンテンツとは？」 

・企画：田代 喬（名古屋大学） 
・日時：9月10日(木) 09：30～11：30  7011教室 
・内容：昨今,応用生態工学に関連する分野では,河川生態学,環境水理学など,多くの専門書が刊行されている．し

かしながら,いずれも刊行部数は少数に限られ,重版されることは極めて少ないのが現状である．論文の多く

が電子化され,洋書についてはE-Bookなどの発行形態が増えつつあり,さまざまなメディアファイルを関連付
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けるなど,幅広い展開を見せているのに対し,日本語で書かれる専門書の多くは,冊子のみの発行に留まってい

る感がある． 
 学会の魅力を高める方法には,年次大会,機関誌の充実に加え,昨今では,IT やビジュアル表現などをフル

に活用した関連情報の収集と発信であるとの指摘がある．企画者らは,IT 技術やビジュアル表現を駆使して

作成された,視覚メディアによる啓発・普及コンテンツ,ならびに,これらを通じた研究成果のインタプリテ

ーションと情報発信に興味と可能性を感じ,この集会を企画した． 

 本自由集会では,映像資料などのビジュアル表現を通じた生態的展示の先駆的な事例紹介,現状の学会 HP

の来訪状況に関するアクセス解析などを踏まえ,応用生態工学ならではの魅力的な啓発・普及コンテンツを

探る議論を行いたい． 

・趣旨説明（田代 喬（名古屋大学）） 

・話題提供１：河川生態のとらえにくさと視覚メディアの役割（吉冨友恭（東京学芸大学）） 

・話題提供２：河川教育の現場における動画の活用（真田誠至（アクア・トトぎふ）） 

・話題提供３：水生生物のミクロな形態,ダイナミックな生態を伝える（渡辺友美（早稲田大学）） 

＜総合討論＞ 

学会HP来訪状況のアクセス解析（沖津二朗（応用地質）） 

オーガナイザー 真田誠至（アクア・トトぎふ）・田代 喬（名古屋大学） 

 
Ｂ．「自然の浄化機能を活かした水質浄化技術」 

・企画：中野和典（日本大学工学部） 
・日時：9月10日(木) 09：30～11：30  7012教室 

・内容：水や大気を清浄化する自然の浄化作用は,重要な生態系のサービスのひとつである．自然の作用は持続的

であり,そのような自然の機能をうまく活用することが持続的な低炭素社会を実現するために不可欠である

といえる．人工湿地は,自然の湿地とは桁違いの水質浄化能力を付加することに成功した半自然的な汚水処

理システムであり,その技術革新により人工的な汚水処理を半自然的な人工湿地に代替することが現実的に

なってきている．本自由集会では,わが国で実施している人工湿地の実証試験等の紹介を通して,自然の浄化

機能を活かした水質浄化技術に関する最先端の知見を紹介する． 

 
Ｃ．会議「河川砂防技術基準（調査編）をもとにした意見交換会」(傍聴可) 

・意見交換会メンバー 
国土技術政策総合研究所 ：福濱水環境研究官,中村圭吾主任研究官 

土木研究所   ：萱場祐一上席研究員 

土木学会環境水理部会 ：芝浦工業大学 宮本仁志 教授,鳥取大学 矢島啓准教授, 

山口大学 赤松良久 准教授 

応用生態工学会  ：徳島大学 河口洋一 准教授,名古屋大学 田代喬 准教授 

東邦大学 西廣淳 准教授,水源地環境センター中村敏一 

・日時：9月10日(木) 16：00～18：00  7011教室 
・主旨：国土交通省においては,平成 24年 6月に河川砂防技術基準（調査編）（以下,河砂基準）が改定されまし

た．その総論には「新たな調査方法等の採用に当たっては,国土技術政策総合研究所等による関連情報の収

集・調査等によるほか,学識者や関係者等の意見を聞くことにより最新の調査方法,技術的知見,課題等を把

握する作業を定期的に行い,調査編の内容を見直すこと」としており,産官学の連携を通じた河川管理技術の

向上が期待されています． 

このたび,河砂基準の環境分野の記載が,最新の学術的・技術的水準および現場実務での活用実態・実績を

踏まえたうえで,必要かつ十分なレベルで適宜改定されるよう学識者や関係者等と意見交換を行うことを目

的として第3回意見交換会が開催されます． 

※傍聴について：傍聴希望者は傍聴可能です．ただし,傍聴者のご発言はできません． 

 
Ｄ．「小さな自然再生が中小河川を救う！Ⅳ」 

・企画：林博徳（九州大）,三橋弘宗（兵庫県立大）,原田守啓（岐阜大） 
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・日時：9月10日(木) 16：00～18：00  7012教室 
・内容：自由集会「小さな自然再生が中小河川を救う！」は 2012 年より毎年開催され,各地の事例紹介や普及に

むけた課題等について議論・整理を行ってきた．そして,これまでの成果は関係各位の尽力によって取りま

とめられ,今年３月には小さな自然再生の事例集を発刊した．本事例集は,出来上がるまでの過程で,単なる事

例の整理だけでなく,小さな自然再生の定義や進め方,普及へ向けた課題などについて様々な関係者間で議論

を行い,非常に内容の濃いものにまとめられたと考えている．本自由集会では,この事例集の内容について紹

介するとともに,これまで紹介されていない各地の事例発表を行い,今後さらに小さな自然再生の取り組みの

裾野を広げていきたいと考えている． 
 

Ｅ．「未来の自然災害に向けて応用生態工学ができることは何か？：東日本大震災の後にどうする？どうなる？応

用生態工学会」 

・企画：久米学（国立遺伝研）・森誠一（岐阜経済大）・中村太士（北海道大）・西廣淳（東邦大学） 
・日時：9月10日(木) 16：00～18：00  7021教室 
・内容：東日本大震災から 5 年目を迎えて今なお復興は道半ばである．その過程において，環境アセスメントが

なされないままに，復興事業は行われてきた．また，応用生態工学会に関しては会員各人の活動（研究を含

む）に留まり，学会としての対応は後手にまわった感は否めない．その一方で，近い将来に巨大地震が起こ

るとする予測が数多く出されている．さらに近年，局地的な集中豪雨に伴う土砂災害や洪水被害などの自然

災害が立て続けに発生している．これらのような自然災害発生時は，応用生態工学会の存在意義が問われる

場面の 1つではなかろうか．それ故に，東日本大震災からの復興と同時に，近い将来起こるとされる巨大地

震をはじめとする自然災害に備えて，“事前に何をしておくべきか”そして“事後に何をすべきか”，を整

理しておく必要があろう．そこで本集会では，東日本大震災の教訓を踏まえて，自然災害発生の事前・事後

における応用生態工学会ができうる対応について、幹事会における災害対応特命班での検討内容も含め議論

したい．  
＜趣旨説明＞：森誠一（岐阜経済大） 
＜事例報告＞ 

1．稲葉修（南相馬市博物館）：震災・原発事故後の生物、これから 
－被災地域の自然と文化を守るために－ 

2．三浦一彦（大槌町役場）：復興事業の進展により見えてきた新しい課題 
3．西廣淳（東邦大学）：学会における災害対応の考え方とその手順 

＜総合討論＞ 
司会   ：森誠一（岐阜経済大） 
パネリスト：三浦一彦（大槌町役場）・稲葉修（南相馬市博物館）・樋村正雄（いであ）・久米学（国

立遺伝研）・中村太士（北海道大）・西廣淳（東邦大学） 
 

Ｆ．「流域地質と山地河川の生態系」 

・企画：田代喬（名古屋大学）・永山滋也（土木研究所）・一柳英隆（熊本大学）・皆川朋子（熊本大学） 
・日時：9月10日(木) 17：30～19：30  7013教室 
・内容：流域における表層地質は,斜面崩壊や土石流の発生機構を支配し,河川へ流出する水の量や化学的性質をも

規定するとされている．そのため,生態系にも影響を及ぼすとされているが,現在のところ,その因果関係を陽

的に明らかにした研究は国内外においてほとんど見当たらない． 
 企画者らは近年,九州,あるいは,東海のいくつかの山地河川を対象として,流域地質に起因して成立する生

態系の各種過程を記載すべく,調査研究を継続してきている．本自由集会では,生態系のひとつの支配要因

としての流域地質を理解するため,日本の地史,河川地形に関する背景的情報の整理を行ったうえで,山地河

川の生態系の諸過程において流域地質の影響が顕著に表れている事例を紹介する． 

 総合討議では,流域地質と河川生態系の関係について,どこまで分かったか,どこに課題が残されているか

を中心に議論を進めたい．なお,我が国の中小河川の多くは山地河川に位置づけられていることから,この

種の整理が河川の維持管理に新たな視点を提供できるものと考えている． 

＜趣旨説明＞ 田代 喬（名古屋大学） 
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・イントロ：日本地史の紹介,河川地形の分類（永山滋也（土木研究所）） 

・話題提供１：地質-地形-魚類の関係（永山滋也（土木研究所）） 

・話題提供２：石礫の性状と底生動物群集（田代 喬（名古屋大学）） 

・話題提供３：地質の違う渓流での生物の生き方の違い：サワガニとカワネズミの事（一柳英隆（熊本大

学）） 

＜総合討論＞「流域地質はいかに生態系を規定し得るか？：中小河川を巡る維持管理の視点含め」 

 オーガナイザー 皆川朋子（熊本大学）・田代 喬（名古屋大学） 

 コメンテーター 竹門康弘（京都大学） 

 
Ｇ．「応用生態工学からダム管理を考える」 

・企画：谷田一三（大阪市立自然史博物館）・一柳英隆（水源地環境センター） 
・日時：9月11日(金) 15：30～18：00  7011教室 
・内容：ダムでは,治水や利水などの目的のために様々な操作が行われる．放流量コントロール（それはダム湖内

の水位にも影響する）に代表される操作は,ダム湖や下流の生態系に影響を与えると考えられる．この自由

集会では,ダムの操作と生態系の関係を紹介し,操作自体をどのように生態系保全に活かすのか,操作上の制

約の中でどのようにより良い生態系に導いていくかについて議論したい． 
＜話題提供＞ 

・「ダム湖の外来魚防除とダム管理の水位操作」（大杉奉功 水源地環境センター） 
・「水位操作とエコトーンに発達する植生の生態的機能・外来種管理の限界」（浅見和弘 応用地質株式会

社） 
・「ダム湖エコトーンの生物多様性と地形・水位管理」（関島恒夫 新潟大学） 
・「フラッシュ放流が河川・河畔域に与える影響評価」（根岸淳二郎 北海道大学） 
・「フラッシュ放流への期待と制約」（天野邦彦 水源地環境センター） 
コメント：現場から（山内尚也 三春ダム管理所） 
ディスカッション（コーディネーター：谷田一三 大阪市立自然史博物館） 

 
Ｈ．「中小河川における多自然川づくり,課題そして展望 

－テキスト刊行に向けた認識の共有を目指して－」 

・企画：萱場祐一（土木研）・原田守啓（岐阜大） 
・日時：9月11日(金) 15：30～18：00  7012教室 
・内容：テキスト刊行委員会では「河道内氾濫原の保全・再生」に続く号として,中小河川づくりを実践する上で

の基本的な知識と技術を網羅したテキストの執筆を企画しています． 
ご存知のように,中小河川の川づくりは,平成 22年に「中小河川に関する河道計画の技術基準」が通知,平

成 23 年にこの解説本であるポイントブックⅢが発刊され,具体的な川づくりの方向性と方法が示されまし

た．しかし,ポイントブックⅢは中流域を対象としており上流・下流域に関する知見に乏しいこと,その後

の中小河川研究において幾つかの新しい知見が見出されたこと,そして,中小河川における多自然川づくり

に関する基礎的な知識や技術を網羅した教科書が見当たらないことから,関連する知見と技術の体系化を図

り,会員の皆さんと共有できるテキストの発刊を企画することとしました． 
本集会では,中流域における最新の知見に加えて,中小河川の流域管理,山間地河道の川づくりに関する知

見について話題提供して頂き,中小河川の多自然川づくりに関するこれからの方向性,技術的な課題や学術

的な知見を整理し,川づくりに対する課題と展望について認識の共有化を図ります．また,本学会のテキス

トとして取りまとめる方向性について議論し,テキスト発刊の出発点にしたいと考えています． 
中小河川に関わる多自然川づくりの技術論を体系的に議論する絶好の機会です．是非ご参加ください． 

 

４．賛助会員展示コーナー 

賛助会員によるポスター展示のほか，開発機材・技術等の展示を行います． 
場所：70号館ロビー 
期間：9月10日（木）～11日（金） 
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５．エクスカーション 

① Ａコース（三春ダム） 

【企画のねらい】 

三春ダムは郡山市に隣接した三春町に位置し,その洪水調節機能によりダム下流の災害リスク低減に大きく寄

与するとともに,貯水池水位変動帯に関する様々な研究やオオクチバス・ブルーギルの防除の取り組みが行われ

ている国の多目的ダムである．三春ダム貯水池における生態系研究のフィールドを訪ね,その取り組みについて

学ぶ． 
【日程・コース】 

9月10日(木)   9：45  JR東北本線「郡山駅」東口広場 出発 

10：15  三春ダム着,堤体,ダム下流還元土砂置場見学 

蛇石川前貯水池下流（水位変動域のヤナギ林） 

蛇石川前貯水池（ブルーギル産卵床の干し上げ試験箇所） 

12：15  田園生活観（昼食） 

12：45  三春ダム発 

13：15  日本大学工学部正門着（大会会場） 解散 

※ 定員20名先着順とします． 

※ 参加申し込みをされた方には，集合や移動，注意事項等の詳細を改めてお知らせします． 

 

② Ｂコース（松川浦・仙台湾南部海岸） 

【企画のねらい】 

福島県沿岸および仙台湾南部海岸は,東日本大震災による地盤沈下と津波により海岸域の生態系に大きな変化

が生じた．現在,防潮堤のほか海岸防災林・防災緑地などの復旧事業が急ピッチで進められる中,生物多様性保全

のために震災前の貴重な干潟の復元,新たな干潟の創出などの生態系復元の取り組みが行われている．福島県の

相馬市松川浦,新地町では海岸防災林・防災緑地の施工現場を訪れる．また宮城県仙台南部海岸では防潮堤工事

現場,名取川河口の井土浦干潟周辺を訪れ,それぞれの震災復興,干潟,湿地の震災後の現状と生態系復元の取り組み

について学ぶ. 
【日程・コース】 

9月12日(土)    17：00 公開シンポジウム終了後,日大工学部からバスで移動 

18：30 いわき市湯本温泉（宿泊） 

18：30 茶話会（松川浦の生態系特性と生態系復元の取り組み） 

講師：福島大学教授 黒沢高秀 

          （井土浦の干潟生態系の復元と生態系サービス） 

講師：東北大学大学院教授 占部城太郎 

9月13日(日） 8：15  いわき湯本温泉 出発（常磐道経由） 

10：00-10：45 相馬市松川浦（海岸防潮林造成事業を見学） 

11：15-12：00 新地町（造成中の埒浜防災緑地を見学） 

12：35-13：15 昼食（亘理町） 

13：45-14：30 仙台湾南部海岸の防潮堤防工事 

14：30-15：15 井土浦干潟（名取川河口左岸） 

15：45  「仙台空港」着 

16：30  「仙台駅」東口バスプール解散 

※ 定員50名先着順とします． 

※ 参加申し込みをされた方には，集合や移動，注意事項等の詳細を改めてお知らせします． 

 

６．懇親会 

懇親会は，第 2日目（9月11日（金））の口頭発表，自由集会の後，18:30より同じ棟の70号館9階の多目的
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ホールで行います．また毎回好評の「全国からうまいものを持ち寄る普及・連携委員会」コーナーも予定してお

りますので，ぜひご参加ください． 

【日時】 

平成27年9月11日（金） 18:30から 

【会場】 

日本大学工学部キャンパス  70号館9階多目的ホール 

 
７．参加申し込み方法 

【申し込み先】 

応用生態工学会ホームページの「参加申込フォーム」もしくチラシよりお申込みください．申込期限は 8月 25
日（火），参加費のお振り込み期限は9月１日（火）です．  

FAX ･ E-mail によるお申込は，『参加申込書』にご記入の上，下記までお申込ください． 
FAX宛先： 03-5216-8520    E-mail：koriyama_19th@ecesj.com 

参加申込フォーム： http://www.ecesj.com/FS-APL/FS-Form/form.cgi?Code=annual_conEntry 
 

【参加費】 

〔１〕研究発表会 

会員：6,000円，非会員：10,000円，学生(会員･非会員)：3,000円． 
※参加費には講演要旨集が含まれております．講演要旨集のみ希望の方は，1,500円で販売しております． 
※大学周辺には飲食店はなく,コンビニエンスストアーのみです．平日は学食が営業していますが,土曜日は営

業していませんので,別途1,000円でお弁当が用意できます.事前にお申し込みください. 

〔２〕エクスカーション 

① Ａコース（三春ダム） 

正会員・賛助会員：2,000円, 非会員：3,000円, 学生(学生会員･非会員)：1,500円 

（いずれも昼食代1,300円を含む） 

  ② Ｂコース（松川浦・仙台湾南部海岸） 

正会員・賛助会員：4,500円, 非会員：6,500円, 学生(学生会員･非会員)：4,500円 

（いずれも昼食代1,000円を含む） 

※別途宿泊費12,000円(1泊2食付) を各自でお支払いください． 

〔３〕懇親会 

正会員・賛助会員・非会員：5,000円，学生(会員･非会員)：3,000円 

※懇親会への参加は当日でも可能ですが,人数を把握するため,できるだけ事前にお申し込みください. 

 
【参加料振込先】 

〔１〕郵便振替口座 

口座番号：00140－7－404275 
口座名称：応用生態工学会 

〔２〕銀行振込口座 

銀行名：東京三菱銀行麹町中央支店 
口座番号：(普通)1302920 
〔口座名称〕応用生態工学会 (オウヨウセイタイコウガクカイ) 

 
８．お問い合わせ先 
応用生態工学会事務局 
〒102-0083東京都千代田区麹町4-7-5麹町ロイヤルビル405号室 
TEL：.03-5216-8401 FAX：03-5216-8520 
E-mail：koriyama_19th@ecesj.com 

  

http://www.ecesj.com/FS-APL/FS-Form/form.cgi?Code=annual_conEntry
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応用生態工学会ニュースレター No.69 （2015 年 ７月 31日）    

   

－ 会場へのアクセス・会場案内 － 

【会 場】 

日本大学工学部キャンパス 70号館 

住所：福島県郡山市田村町徳定字中河原1 

  電話：024-956-8600（代表） 
  URL：http://www.ce.nihon-u.ac.jp/links/access.html 
 

＜交通＞ 

■ＪＲ東北新幹線 
東京駅→郡山駅（やまびこ号 80 分） 
郡山駅（3番ターミナル）→日本大学下車(日大行バス 20分） 

■ＪＲ東北本線 
郡山駅→安積永盛駅下車 （徒歩 15 分） 

■タクシー：郡山駅前タクシー乗り場より20分程度 
■福島空港：車で約 30 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【日本大学工学部キャンパス 案内図】 

  

http://www.ce.nihon-u.ac.jp/links/access.html
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－ プログラム・会場対応表 － 
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－ 研究発表会プログラム － 
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４ 次期役員募集・推薦委員会報告 
                                    次期役員募集・推薦委員会 

                                      委員長：谷田一三会長 

                                      委 員：山岸 哲元会長 

                                           近藤 徹前会長 

 

 本年度は役員改選年であり、本年６月１日から６月30日までの期間で、次期役員候補の募集を行いました。 

この結果、募集期間内に会長候補１名、副会長候補３名、理事候補 13 名、監事候補２名の計 19 名の届け出があ

りました。  

これを受けて、７月６日に第２回次期役員募集・推薦委員会を開催し、届け出のあった 19名全員を候補に推薦す

ることを決定しました。また、理事候補については、候補者が定員に満たなかったことから、７月 29日に第３回委

員会をメール会議にて開催して候補者２名を推薦し、合計21名の役員候補を推薦しましたのでご報告します。 

 

    +++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 

 

〔次期会長候補：１名〕（敬称略） 

  辻本 哲郎（新任） 名古屋大学名誉教授 

 

〔次期副会長候補：３名〕（再任・新任の順、五十音順、敬称略） 

  虫明 功臣（再任） 東京大学名誉教授 
江崎 保男（新任） 兵庫県立大学大学院教授 

 國井 秀伸（新任） 島根大学汽水域研究センター教授 
 

〔次期理事候補：15名〕（再任・新任の順、五十音順、敬称略） 

  甲村 謙友（再任） 独立行政法人水資源機構理事長 
島崎 由美（再任） いであ株式会社内部統制本部本部長代理 
清水 義彦（再任） 群馬大学教授 
角  哲也（再任） 京都大学防災研究所教授 
関  克己（再任） 公益財団法人河川財団理事長 
関島 恒夫（再任） 新潟大学大学院准教授 
成田  賢（再任） 応用地質株式会社代表取締役社長 
風呂田利夫（再任） 東邦大学名誉教授 
渡辺 綱男（再任） 一般財団法人自然環境研究センター上級研究員 
渡邊 康玄（再任） 北見工業大学教授 
大森 浩二（新任） 愛媛大学沿岸環境科学研究センター准教授 
萱場 祐一（新任） 国立研究開発法人土木研究所水環境研究グループ河川生態チーム上席研究員 
木内  啓（新任） 株式会社建設技術研究所東京本社副本社長 
森北 佳昭（新任） 一般財団法人水源地環境センター理事長 
山室 真澄（新任） 東京大学大学院教授 

 

〔次期監事候補：２名〕（再任・新任の順、五十音順、敬称略） 

  西  浩司（再任） いであ株式会社国土環境研究所生物多様性計画部部長 
久保田 勝（新任） 東北電力株式会社顧問 
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